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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成繊維に第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物（ただし、ナフトキノン系化合
物を含まない）とで処理されてなることを特徴とする化粧用抗菌性ブラシ毛材。
【請求項２】
　上記合成繊維が、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリト
リメチレンテレフタレート及びナイロンから選ばれた１種又は２種以上であることを特徴
とする請求項１記載の化粧用抗菌性ブラシ毛材。
【請求項３】
　上記第４級アンモニウム塩が、アルキルアンモニウム塩及び／又はアルキルベンジルア
ンモニウム塩であることを特徴とする請求項１又は２に記載の化粧用抗菌性ブラシ毛材。
【請求項４】
　ＪＩＳ－Ｌ－１０４２（１９７２年）に基づく洗濯試験を少なくとも５回以上行った後
に、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２（１９８０年）に基づく抗菌試験により抗菌ハローを示すこと
を特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の化粧用抗菌性ブラシ毛材。
【請求項５】
　フェノール系化合物が、ｐ－ヒドロキシ安息香酸メチル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸エチ
ル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸プロピル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸イソブチル、ｐ－ヒドロ
キシ安息香酸ブチル、フェノキシエタノール、ｐ－アミノサリチル酸、チモール、ｏ－ク
ロロチモール、４－クロロ－ｍ－クレゾール、ｐ－クロロメタキシレノール、ジクロロ－
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ｍ－キシレノール、クロロヘネシン、ｐ－クロロフェノール、ｏ－フェニールフェノール
、４－クロロ－ｍ－クレゾール、２,２－チオビス（４－クロロフェノール）、フェンテ
イクロール、ヘキサクロロヘン、クロスアミドから選択される少なくとも１つであること
を特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の化粧用抗菌性ブラシ毛材。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の化粧用抗菌性ブラシ毛材を使用されてなることを特徴
とする抗菌性化粧料塗布具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、合成繊維の化粧用抗菌性ブラシ毛材及び抗菌性化粧料塗布具に関する。
　詳しくは、本発明は、化粧用ブラシ、マスカラ用ブラシ、ウィッグ又は化粧用立毛パフ
などの化粧用具等に使用される化粧用抗菌性ブラシ毛材及びそれを使用して製造した前記
抗菌性化粧料塗布具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、社会生活等において清潔志向を反映して、抗菌製品に対する需要が高くあらゆる
商品に及んでいる。
　家庭用品の中でも、化粧用具、例えば、化粧用ブラシ、マスカラ用ブラシ等のブラシ部
分に用いられるブラシ毛材（合成繊維）は、液体又は固体化粧料を保持させた状態で直接
、毛髪、皮膚等に接して使用されるため、該毛材に皮脂、垢等が付着する。該毛材に皮脂
、垢等が付着すると、雑菌や微生物が増殖し、臭いや黴等が発生し、不衛生になりやすい
。また、衛生用具、例えば歯ブラシ等においても、雑菌や微生物が増殖し、不衛生になり
やすい。そのため、雑菌や微生物の発生や増殖を防止すべく種々の提案がなされている。
【０００３】
　化粧用具又は衛生用具等に抗菌性を付与する技術には、大きく見て２つの手段があり、
例えば、１つは合成樹脂材料の素材段階で抗菌性を有する薬剤を保持させてブラシ毛材等
の化粧用具に成形させるものである。
　他の１つは、樹脂素材又は獣毛からなるブラシ毛材又はブラシ部材（例えば、台座、柄
部、軸部等）の表面を、抗菌性を有する薬剤の溶液で抗菌処理する技術である。
【０００４】
　前者の技術としては、例えば、芯・鞘からなる２層の毛材の鞘部分に抗菌性の薬剤を含
有させたもの（特許文献１）、ブラシ毛材の中に各種抗菌性の薬剤を含有させたもの（特
許文献２、３）、ブラシ毛材の中に亜鉛系抗菌剤を含有させたもの（特許文献４）又はブ
ラシ毛材の中にチタン、ジルコニウム等の金属イオンを加えた無機系抗菌剤を含有させた
もの（特許文献５）等が提案されている。
【０００５】
　後者の技術としては、例えば、獣毛からなる毛材を第４級窒素を含むアルキルアンモニ
ウム塩、アルキルベンジルアンモニウム塩又はアルキルピリジニウム塩等から選ばれたも
ので抗菌処理するもの（特許文献６、７）又はパラオキシ安息香酸のアルキルエステル、
パラクロロフェノール、パラクロロメタクレゾール、パラクロロメタキシレノール、イソ
プロピルメチルフェノール等から選ばれたもので抗菌処理するもの（特許文献８）等が提
案されている。
【特許文献１】実開平３－３２２６号公報
【特許文献２】特開平３－２８９９０５号公報
【特許文献３】特開平５－７５１０号公報
【特許文献４】特開平１０－５０４４号公報
【特許文献５】特開２００５－５３９７３号公報
【特許文献６】特開平４－１９３１０３号公報
【特許文献７】特開２００２－２２３８５７号公報
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【特許文献８】特開２０００－４１７３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように前者の技術においては、無機又は有機性の抗菌剤を合成樹脂材料中に練
り込みポリマーブレンドとしてブラシ毛材等の化粧用具等に成形する。該ブラシ毛材に抗
菌性を発揮させるためには、ブラシ毛材の表面部分の抗菌剤濃度を抗菌効果が発揮される
以上に保つ必要がある。そのため、合成樹脂材料中に加える抗菌剤の添加量を増量せねば
ならず、生産コストが上昇するという問題がある。また、製造工程が煩雑になると共に、
抗菌剤が合成樹脂の溶融温度付近で分解し、有害物質が発生することがあるという問題も
ある。
【０００７】
　また、後者の技術においては、ブラシ毛材として獣毛を用いた場合、抗菌性を有する薬
剤溶液に浸漬するだけで抗菌性が付与されるため作業効率は良好である。
　しかし、ブラシ毛材表面に吸着した抗菌剤が、洗濯又は洗浄等で直ぐに流出するため、
耐洗濯性が低く、抗菌効果が長時間持続しないという問題がある。さらに、ブラシ毛材と
して合成樹脂材料を用いた場合には、薬剤溶液に浸漬させるだけでは抗菌性の付与が非常
に困難であり、耐洗濯性も低く、抗菌効果が長時間持続しないという問題がある。
【０００８】
　上記実情に鑑み、本発明は、製造工程が簡便であり、洗濯等での抗菌剤の喪失が抑制さ
れ、且つ抗菌性が長期にわたり持続する化粧用抗菌性ブラシ毛材及び抗菌性化粧料塗布具
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決すべく本発明者が、鋭意検討を重ねた結果、所定の薬剤を用いて合成繊
維に抗菌処理を行うことで、上記課題が解決されることを見出し、本発明を完成するに至
った。
【００１０】
　すなわち、本発明は、合成繊維に第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とで処理
されてなることを特徴とする化粧用抗菌性ブラシ毛材を提供する。
　かかる構成の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物
との両薬剤によって含浸などの処理や表面処理されることで、洗濯による薬剤の流出が抑
制され、長期にわたり抗菌性が持続するという優れた効果を発揮する。
【００１１】
　本発明では、上記合成繊維が、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリトリメチレンテレフタレート及びナイロンから選ばれた１種又は２種以上であ
ることが好ましい。
　そして、上記合成繊維の処理は、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とを併用
することで、合成繊維への抗菌処理が良好に行われる。
【００１２】
　また、本発明では、第４級アンモニウム塩が、アルキルアンモニウム塩、アルキルベン
ジルアンモニウム塩及びアルキルピリジニウム塩から選ばれた１種又は２種以上で抗菌処
理されることが好ましい。さらに本発明における抗菌処理としては、上記抗菌剤を含む溶
液による浸漬による含浸処理又は表面処理がある。
【００１３】
　さらに、本発明では、ＪＩＳ－Ｌ－１０４２に基づく洗濯試験を少なくとも５回以上行
った後に、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に基づく抗菌試験により抗菌ハローを示すことが好まし
い。
　加えて、本発明では、化粧用抗菌性ブラシ毛材を使用して製造した抗菌性化粧料塗布具
を提供する。
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 本発明では、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とが配合された薬剤で、合成
繊維を抗菌処理することで、含浸処理の場合には合成繊維表面から内部に向かい各々の抗
菌成分が浸透し易くなると同時に、合成繊維表面部分における各々の薬剤の濃度が高くな
ることで、より一層、洗濯による薬剤の流出が抑制され、長期にわたり抗菌性が持続する
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とが
配合された薬剤で合成繊維を処理することで、耐洗濯性が向上すると共に、合成繊維に含
浸した上記薬剤が徐々に滲出して長期にわたり抗菌性が持続するという優れた効果を奏す
る。
　また、本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、簡単な操作で製造できるため製造効率が向
上すると共に、製造コストが低減できるという効果を奏する。
　そして、この化粧用抗菌性ブラシ毛材を使用して化粧料塗布具を製造することで、優れ
た抗菌性を示す化粧料塗布具を提供できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、化粧用抗菌性ブラシ毛材の実施形態について説明する。
　本実施形態の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、合成繊維に第４級アンモニウム塩とフェノー
ル系化合物との抗菌成分で処理されてなるものである。
【００１６】
　上記合成繊維としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、
ポリトリメチレンテレフタレート及びナイロンから選ばれた１種又は２種以上が好ましい
。
　ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフ
タレート及びナイロンは、獣毛等に比べて非常に抗菌処理が困難な材質であるが、本実施
形態では、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物との２剤併用型の薬剤により、処
理されることで、耐洗濯性は勿論、抗菌性も長期にわたり持続するものとなる。
【００１７】
　上記第４級アンモニウム塩としては、一般的な第４級アンモニウム塩を用いることがで
きるが、これらの中でも、アルキルアンモニウム塩、アルキルベンジルアンモニウム塩や
アルキルピリジニウム塩が好ましい。
　なお、上述の第４級アンモニウム塩は、単独で用いることもできるし、２種以上を混合
して用いることもできる。
【００１８】
　上記アルキルアンモニウム塩又はアルキルベンジルアンモニウム塩、及びアルキルピリ
ジニウム塩は、従来から界面活性剤として多用されているもので、優れた抗菌性を発揮し
、自体、防臭性をも有するものである。
　例えば、アルキルアンモニウム塩は、アルキルトリメチルアンモニウム塩やジアルキル
ジメチルアンモニウム塩であり、アルキルベンジルアンモニウム塩は、アルキルジメチル
ベンジルアンモニウム塩であり、アルキルピリジニウム塩は、ピリジン環にアルキル基が
結合した塩であり、第４級窒素がプラスイオンを形成し、塩素や臭素などのハロゲン原子
がマイナスイオンを形成する塩であって、（Ｒ３Ｎ＋－Ｒ）Ｘ－ で表示される。
【００１９】
　上記アルキルアンモニウム塩としては、例えば、トリメチルアルキルアンモニウム塩、
具体例としては、塩化トリメチルデシルアンモニウム、塩化トリメチルドデシルアンモニ
ウム、塩化トリメチルテトラデシルアンモニウム、塩化トリメチルヘキサデシルアンモニ
ウム、塩化トリメチルオクタデシルアンモニウム、臭化トリメチルデシルアンモニウム、
臭化トリメチルドデシルアンモニウム、臭化トリメチルテトラデシルアンモニウム、臭化
トリメチルヘキサデシルアンモニウム、臭化トリメチルオクタデシルアンモニウム等；ま
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た、例えば、塩化ジアルキルジメチルアンモニウム、具体例としては、塩化ジメチルジオ
クチルアンモニウム、塩化ジメチルジデシルアンモニウム、塩化ジメチルジドデシルアン
モニウム、塩化ジメチルジテトラデシルアンモニウム等が挙げられる。
　また、アルキルベンジルアンモニウム塩の具体例としては、塩化ドデシルジメチルベン
ジルアンモニウム、塩化テトラデシルジメチルベンジルアンモニウム、塩化セチルジメチ
ルベンジルアンモニウム、塩化オクタデシルジメチルベンジルアンモニウム、臭化ドデシ
ルジメチルベンジルアンモニウム、臭化テトラデシルジメチルベンジルアンモニウム、臭
化セチルジメチルベンジルアンモニウム、臭化オクタデシルジメチルベンジルアンモニウ
ム、塩化ヤシアルキルジメチルベンジルアンモニウム等が挙げられる。
　さらに、上記アルキルピリジニウム塩の具体例としては、塩化ラウリルピリジニウム、
塩化セチルピリジニウム等が挙げられる。
【００２０】
　本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、上記第４級アンモニウム塩が０．１～５．０重量
％含浸されていることが好ましい。該含浸量は、処理前及び処理後の素材の絶乾状態での
重量増加率より求めることができる。上記第４級アンモニウム塩の処理量が、上記範囲内
であれば、長期にわたり抗菌性が保持される。
【００２１】
　上記フェノール系化合物とは、フェノール骨格又はフェノール性水酸基が修飾された骨
格を有しているものであればよく、例えば、ヒドロキシ安息香酸、ヒドロキシ安息香酸誘
導体又はフェノール性水酸基が化学修飾された構造の化合物も含まれる。
　ヒドロキシ安息香酸誘導体としては、例えば、ｐ－ヒドロキシ安息香酸メチル、ｐ－ヒ
ドロキシ安息香酸エチル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸プロピル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸イ
ソブチル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ブチル等が挙げられる。また、フェノール骨格又はフ
ェノール性水酸基が化学修飾された骨格を有する化合物としては、フェノキシエタノール
、ｐ－アミノサリチル酸、チモール、ｏ－クロロチモール、４－クロロ－ｍ－クレゾール
、ｐ－クロロメタキシレノール、ジクロロ－ｍ－キシレノール、クロロヘネシン、ｐ－ク
ロロフェノール、ｏ－フェニールフェノール、４－クロロ－ｍ－クレゾール、２,２－チ
オビス（４－クロロフェノール）、フェンテイクロール、ヘキサクロロヘン、クロスアミ
ド等が挙げられる。なお、これらのフェノール系化合物は、単独で用いてもよく、２種以
上を混合して用いることもできる。
　これらの化合物は固溶体となりやすい性質を持ち、例えば合成繊維を処理したときには
、合成繊維を膨潤させ易く、繊維自体の含浸量が大きく、第４級アンモニウム塩を多く含
浸させる働きをするものと推定される。
【００２２】
　本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、上記フェノール系化合物が０．１～５．０重量％
存在していることが好ましい。含浸の場合の含浸量は、処理前及び処理後の素材の絶乾状
態での重量増加率より求めることができる。上記フェノール系化合物の含浸量が、上記範
囲内であれば、長期にわたり抗菌性が保持される。
【００２３】
　本実施形態においては、上記第４級アンモニウム塩と上記フェノール系化合物とが組み
合わされた２剤を併用して抗菌処理に用いられる点に特徴がある。
　例えば、浴中で含浸させる場合では、上記第４級アンモニウム塩の配合量としては、０
．１o.w.s％～２．０o.w.s％が好ましく、０．３o.w.s％～０．５o.w.s％がより好ましい
。フェノール系化合物の配合量としては、０．０１o.w.s％～０．５o.w.s％が好ましく、
０．０５o.w.s％～０．２o.w.s％がより好ましい。
　ここで、「o.w.s％」とは、使用する溶媒に対する薬剤の濃度である。例えば、１o.w.s
％とは、溶媒として水を１ｋｇ使用した場合、薬剤を１０ｇ使用することを意味する。
　また、例えば、蒸気加熱によって含浸させる場合は、上記第４級アンモニウム塩が５．
０o.w.s％～２０．０o.w.s％、フェノール系化合物が、０．５o.w.s％～１０．０o.w.s％
程度の配合量が好ましい。
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　上記薬剤の配合量が、上記の範囲内であれば、抗菌性が長期にわたり持続し、耐洗濯性
等の性能に優れる化粧用抗菌性ブラシ毛材が得られる。
【００２４】
　第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物との２剤を併用することによって、通常、
抗菌処理が困難なポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリ
メチレンテレフタレート及びナイロン等を素材とする合成繊維の抗菌処理において、抗菌
性が長期にわたり持続し、耐洗濯性も優れるという優れた効果を奏する。
【００２５】
　一般的に、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリメチ
レンテレフタレート及びナイロン等を素材とする合成繊維を溶液系で、抗菌剤としての第
４級アンモニウム塩に作用させた場合、上記合成繊維の表面に第４級アンモニウム塩が付
着するだけで、１回の洗濯でも上記第４級アンモニウム塩が流出して抗菌性が著しく低下
する。これは、第４級アンモニウム塩が合成繊維の表面に単に付着しているだけで、繊維
の内部にまで浸透していないため、抗菌性がすぐに低下するものと推定される。
　なお、上述のメカニズムはあくまでも推定であり、当該メカニズムに限定されるもので
はない。
【００２６】
　本実施形態においては、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物との２剤が併用さ
れた薬剤を用いることで、合成繊維の表面に付着するだけでなく、上記第４級アンモニウ
ム塩と上記フェノール系化合物とを混合使用したことにより、上記２剤が、合成繊維の内
部に浸透し、耐洗濯性に優れ、且つ長期にわたり抗菌性が維持するものと推定される。
　なお、長期に抗菌性が持続するのは、合成繊維内部に浸透した薬剤が徐々に表面に滲出
して、抗菌性を発揮するものと推定される。
　なお、上述のメカニズムはあくまでも推定であるが、洗濯耐久性が優れていることは実
証されており、当該メカニズムに限定されるものではない。
【００２７】
　上述の耐洗濯性及び長期にわたる抗菌性は、ＪＩＳ－Ｌ－１０４２に基づく洗濯試験を
少なくとも５回以上行った後に、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に基づく抗菌試験により抗菌ハロ
ーを示すことで実証されるものである。通常、獣毛は、第４級アンモニウム塩で抗菌処理
することより持続性のある抗菌効果を付与することができるが、合成繊維を同様に第４級
アンモニウム塩で抗菌処理した場合、１回の洗濯試験で、ほぼ、抗菌ハローが消滅してし
まう。それに対して、本実施形態は、合成繊維に抗菌処理して５回の洗濯試験後でも３ｍ
ｍ以上の抗菌ハローを示すものであり、これは、第４級アンモニウム塩とフェノール系化
合物との２剤併用による効果である。
　ここで、ＪＩＳ－Ｌ－１０４２に基づく洗濯試験とは、試験品を４０℃の中性洗剤溶液
０．５重量％溶液（なお、「０．５重量％溶液」は「５o.w..s.％」に相当）に３０分間
浸漬させ、手揉みで１００回洗濯を行うことをいい、これを１回の試験とする。よって、
５回の洗濯試験とは、合計して手揉みで５００回洗濯していることになる。
　また、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に基づく抗菌ハロー試験とは、洗濯した試験品をグラム陽
性細菌（Staphylococcus aureus）を含む寒天培地上に載置して保持する試験である。
【００２８】
　本実施形態の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、合成繊維と、溶媒として使用する水とを所定
浴比となるように調整し、加温し、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とを所定
濃度加え溶解させて、次いで、反応液を酸性に調整して一定時間維持して抗菌処理を行い
、その後、水洗し、乾燥させることで製造することができる。
　また、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とを高い濃度に溶解した薬液に合成
繊維を常温で浸漬し一定の絞り率となるように絞り、湿熱蒸気で蒸熱して抗菌処理を行う
こともできる。
【００２９】
　まず、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とが配合された薬液中で合成繊維を
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加温し、該合成繊維に抗菌処理をする化粧用抗菌性ブラシ毛材の製造方法について説明す
る。
【００３０】
　本実施形態において、カチオン染料での染色と同様、溶媒として水が使用される。溶媒
として水を使用することで、有機溶媒を用いる場合に比べて安全性が格段に向上すると共
に、製造コストも大幅に低減させることもできる。
【００３１】
　合成繊維を浴中で抗菌処理させる場合、水との浴比は、１：５～１：２５が好ましく、
１：１０～１：２０がより好ましい。浴比が、上記範囲内であれば、合成繊維表面から内
部に向かい抗菌剤が浸透し吸着され易くなる。
　なお、「浴比」とは、ブラシ毛材１ｋｇに対して使用する水の量（ｋｇ）のことを意味
し、例えば、浴比が１：１５とは、ブラシ毛材１ｋｇに対して水１５ｋｇを用いることを
意味する。
【００３２】
　上記反応液を酸性に調整する際に用いられる薬剤として、無機酸又は有機酸を用いるこ
とができる。無機酸としては、例えば、塩酸、硫酸等が挙げられる。また、有機酸として
は、酢酸、蟻酸等が挙げられる。
　上記無機酸又は上記有機酸の使用量が、上記の様な範囲内にあれば、抗菌剤であるカチ
オン活性剤の酸析効果により、上記成分が合成繊維に吸着され易くなると推定される。
【００３３】
　溶液中で抗菌処理する際の反応温度としては、９０℃～１１０℃が好ましい。また、溶
液中での抗菌処理時間としては、１時間以上が好ましい。また、反応条件としては、常圧
下又は加圧下でもよい。
　本実施形態においては、非常に短時間で抗菌処理が終了するため、製造効率が高くなり
、また製造コストも低減できるという効果を奏する。
【００３４】
　抗菌処理終了後は、薬剤を含浸させた合成繊維を水洗し、乾燥させることで本発明の化
粧用抗菌性ブラシ毛材が得られる。本実施形態の製造方法では、各工程中で有機溶媒を用
いておらず、安全性が高く、また、抗菌処理後の後処理も容易である。
【００３５】
　次に、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物とが配合された薬液中に合成繊維を
浸漬し、一定の絞り率で当該合成繊維を絞り、絞った合成繊維を蒸気加熱することで抗菌
処理をする化粧用抗菌性ブラシ毛材の製造方法について説明する。
【００３６】
　蒸熱により薬剤を含浸させる場合は、合成繊維を高い濃度の薬液（第４級アンモニウム
塩の場合５．０o.w.s％～２０．０o.w.s％、フェノール系化合物の場合０．５o.w.s％～
１０．０o.w.s％程度）に浸漬し、その後、一旦、合成繊維を所定の絞り率で絞り、絞っ
た合成繊維を蒸熱機の中に入れて蒸熱するものであり、薬液の使用量は１０分の１程度と
なり、薬液のロスを少なくすることが可能となる。
【００３７】
　上記絞り率としては、５０％～１５０％が好ましい。また、蒸熱により薬剤を含浸させ
るには加圧下が好ましく、１２０℃以下で１時間程度が好ましい。ここで、絞り率とは、
乾燥状態で自重１００ｇの合成繊維に１００ｇの薬液が含浸された状態を絞り率１００％
という。
【００３８】
　本実施形態の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、抗菌性化粧料塗布具として、主に化粧用ブラ
シ、マスカラ用ブラシ又はウイッグ、化粧用立毛パフ等に用いられる。本実施形態の化粧
用抗菌性ブラシ毛材は、また抗菌性衛生用具として、歯ブラシ、歯間ブラシ等に用いられ
る。本実施形態の化粧用抗菌性ブラシ毛材を上記のような抗菌性化粧料塗布具、抗菌性衛
生用具等に用いると、耐洗濯性の優れることから抗菌性が長期間持続し、衛生的である。
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【００３９】
　本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物との
２剤が併用された薬剤が合成繊維に作用することで、フェノール系化合物が合成繊維を膨
潤させることにより、合成繊維内部にフェノール系化合物と第４級アンモニウム塩の抗菌
剤を吸着させることを可能にし、吸着材料のブリード（移動）作用により、抗菌剤が徐々
に繊維内部から繊維外部へ出るため、長期にわたり抗菌性を持続し、耐洗濯性も優れると
いう効果を奏する。
　また、本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、抗菌性を有する薬剤溶液に浸漬するという
簡単な操作で製造できるため製造効率が向上すると共に、製造コストが低減できるという
効果を生じる。
　さらに、従来、抗菌処理が困難であったポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテ
レフタレート、ポリトリメチレンテレフタレート及びナイロン等を素材とする合成繊維に
容易に抗菌処理ができるという効果を生じる。
　なお、本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材は、獣毛と混合して抗菌処理を行っても全く問
題はなく、このようにして得られたブラシ毛材を使用して、抗菌性化粧料塗布具を製造し
てもよい。
【実施例】
【００４０】
　以下、本発明の化粧用抗菌性ブラシ毛材について実施例に基づき説明するが、本発明は
実施例に限定されるものではない。
【００４１】
（ＪＩＳ－Ｌ－１０４２（１９７２年）に基づく洗濯試験方法）
　試験品を４０℃の中性洗剤溶液（０．５重量％溶液）に３０分間浸漬させ、手揉みで洗
濯を行う試験を１回の洗濯試験とし、これを１００回行う。
（ＪＩＳ－Ｌ－１９０２（１９８０年）に基づくハロー幅の測定試験）
　ブラシ毛材として使用する合成繊維のフィラメントを、３８×２６ｍｍのスライドガラ
スの中央部に２８ｍｍの幅で一重に巻きつけ、試験体とした。
　一方、グラム陽性細菌（Staphylococcus aureus）の菌液１ミリリットルと、約４５℃
に保温した寒天培地１５ミリリットルをシャーレ内で混合したのち、室温下で凝固させた
。余分な水分は倒立状態で気乾させた。
　この培地の表面に、上記試験体を密着させ、倒立状態で３７℃、２４時間又は４８時間
培養した。かかる培養試験後、試験体の周囲にできたハロー幅を計測し、ハロー幅（Ｗ）
を次式で求めた。
　Ｗ＝（Ｔ－Ｄ）／２　
　（ここに、Ｔ：試験片の長さとハロー幅の合計、Ｄ：試験片の長さ）
【００４２】
（実施例１）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．０７ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ドデシルトリメチルアンモニウム
クロライド（日本油脂製、商品名：カチオンＢＢ）を０．５o.w.s％及びフェノール系化
合物（クラリアントジャパン製、商品名：フェノニップ）０．１o.w.s％を溶解し、酢酸
酸性になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、９２℃で６０分間抗菌処理を行
った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。
　得られた化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠したグラム陽性細菌（Staphylo
coccus aureus）によりハロー幅の測定を行ない、その結果、１２ｍｍ以上のハロー幅が
測定された。
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　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回（洗
濯回数は合計５００回）した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（St
aphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、４ｍｍのハロー幅が測定
された。
　なお、本実施例で用いた上記「フェノニップ」は、フェノキシエタノールとパラベン類
との混合系抗菌剤であり、組成はフェノキシエタノール：７０～７５重量％、ｐ－ヒドロ
キシ安息香酸メチル（メチルパラベン）：１４．５～１６．５重量％、ｐ－ヒドロキシ安
息香酸エチル（エチルパラベン）：３．５～４．３重量％、ｐ－ヒドロキシ安息香酸プロ
ピル（プロピルパラベン）：１．７～２．３重量％、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ブチル（ブ
チルパラベン）：３．７～４．３重量％、ｐ－ヒドロキシ安息香酸イソブチル（イソブチ
ルパラベン）：１．７～２．３重量％である。
【００４３】
（実施例２）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート(2dTex,36fillament)繊維で３ｍｍパ
イルのビロードと、溶媒として水とを使用し、浴比が１：２５となるように調整し、該水
中に上記ビロード地を浸漬させて加温し、次いで、ラウリルジメチルベンジルアンモニウ
ムクロライド（花王製、商品名：サニゾールＣ）を１．０o.w.s％及びｐ－ヒドロキシ安
息香酸メチル（岩崎コスファ製、商品名：メチルパラベン）０．３o.w.s％を溶解し、酢
酸酸性になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、９３℃で６０分間抗菌処理を
行った。
　抗菌処理終了後、上記ビロード地を水洗し、乾燥させて抗菌性ビロード地を得た。上記
抗菌性ビロード地を用いて化粧用パフを作成した。該化粧用パフは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０
２に準拠して、グラム陽性細菌（Staphylococcus Aureus）によりハロー幅の測定を行っ
たところ、８ｍｍ以上のハロー幅が測定された。
　次いで、上記のビロード地を上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回（洗濯
回数は合計５００回）した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Stap
hylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行った。
　その結果、４ｍｍのハロー幅が測定された。
【００４４】
（実施例３）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．０７ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ラウリルジメチルベンジルアンモ
ニウムクロライド（花王製、商品名：サニゾールＣ）を０．７o.w.s％及びp－アミノサリ
チル酸（試薬特級）０．１o.w.s％を溶解し、酢酸酸性になるように無水酢酸を０．０５o
.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行った。その結果、８ｍｍ以上のハ
ロー幅が測定された。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、４ｍｍのハロー幅が測定さ
れた。
【００４５】
（実施例４）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート（０．０７ｍｍ直径）繊維と、溶媒と
して水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリトリメチレン
テレフタレート繊維を浸漬させて加温し、次いで、ドデシルトリメチルアンモニウムクロ
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ライド（日本油脂製、商品名：カチオンＢＢ）を０．５o.w.s％及びフェノール系化合物
（クラリアントジャパン製、商品名：フェノニップ）０．１o.w.s％を溶解し、酢酸酸性
になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、９２℃で６０分間抗菌処理を行った
。
　抗菌処理終了後、上記ポリトリメチレンテレフタレート繊維を水洗し、乾燥させて抗菌
性ポリトリメチレンテレフタレート繊維を得た。上記抗菌性ポリトリメチレンテレフタレ
ート繊維を用いて化粧用ブラシを作成した。
　得られた化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠したグラム陽性細菌（Staphylo
coccus aureus）によりハロー幅の測定を行ない、その結果、１０ｍｍ以上のハロー幅が
測定された。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回（洗
濯回数は合計５００回）した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（St
aphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、５ｍｍのハロー幅が測定
された。
【００４６】
（実施例５）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート（０．０７ｍｍ直径）繊維と、溶媒と
して水とを使用し、浴比が１：２５となるように調整し、該水中に上記ポリトリメチレン
テレフタレート繊維を浸漬させて加温し、次いで、ラウリルジメチルベンジルアンモニウ
ムクロライド（花王製、商品名：サニゾールＣ）を１．０o.w.s％及びフェノール系化合
物（クラリアントジャパン製、商品名：フェノニップ）０．１o.w.s％を溶解し、酢酸酸
性になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、９３℃で６０分間抗菌処理を行っ
た。
　抗菌処理終了後、上記ポリトリメチレンテレフタレート繊維を水洗し、乾燥させて抗菌
性ポリトリメチレンテレフタレート繊維を得た。上記抗菌性ポリトリメチレンテレフタレ
ート繊維を用いて化粧用ブラシを作成した。
　得られた化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staphy
lococcus Aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー幅が測定
された。
　次いで、上記のビロード地を上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回（洗濯
回数は合計５００回）した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Stap
hylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行った。その結果、４ｍｍのハロー幅が測
定された。
【００４７】
（実施例６）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート(2dTex,36fillament)繊維で３ｍｍパイル
のビロードを、溶媒として水に、ドデシルジメチルアンモニウムクロライド（日本油脂製
、商品名：カチオンＢＢ）１５o.w.s％及びフェノール系化合物（クラリアントジャパン
製、商品名：フェノニップ）２o.w.s％を溶解し、酢酸酸性になるように無水酢酸を０．
５o.w.s％添加して、溶液に浸漬後１００％絞りになるようにゴムロールのマングルで絞
り、次に１１０℃で６０分間　蒸熱処理を行って抗菌処理をした。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートのビロードを水洗し、乾燥させて抗
菌性のビロード織物とした。上記抗菌性ビロード織物を用いて化粧用立毛パフを縫製した
。該化粧用パフは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staphylococcus
 aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー幅が測定された。
　次いで、上記の化粧用パフを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回（洗濯
回数は合計５００回）した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Stap
hylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行った。
　その結果、３ｍｍ以上のハロー幅が測定された。
【００４８】
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（実施例７）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート繊維のテーパードブリッスル（０．０７ｍ
ｍ直径）を、ドデシルジメチルアンモニウムクロライド（日本油脂製、商品名：カチオン
ＢＢ）を１５o.w.s％及びフェノール系化合物（クラリアントジャパン製、商品名：フェ
ノニップ）２o.w.s％を溶解し、酢酸酸性になるように無水酢酸を０．５o.w.s％添加して
、溶液に浸漬後、遠心脱水機にセットし絞り率１００％となるように２０秒間稼動し、取
り出した後、蒸熱機中にセットし、次に１１０℃で６０分間　蒸熱処理を行って抗菌処理
をした。抗菌処理終了後、このブリッスルを水洗し、乾燥させて抗菌性のブリッスルとし
た。このブリッスルを用いて化粧用パウダーブラシを製造した。該化粧用ブラシは、ＪＩ
Ｓ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staphylococcus aureus）によりハロー
幅の測定を行った。
　その結果、このブラシは８ｍｍ以上のハロー幅が測定された。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、３ｍｍ以上のハロー幅が測
定された。
【００４９】
（実施例８）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート（０．０７ｍｍ直径）繊維を、ドデシ
ルジメチルアンモニウムクロライド（日本油脂製、商品名：カチオンＢＢ）を１５o.w.s
％及びp－クロロメタキシレノール（クラリアント製）２o.w.s％を溶解し、酢酸酸性にな
るように無水酢酸を０．５o.w.s％添加して、溶液に浸漬後、遠心脱水機にセットし絞り
率１００％となるように２０秒間稼動し、取り出した後、蒸熱機中にセットし、次に１１
０℃で６０分間　蒸熱処理を行って抗菌処理をした。抗菌処理終了後、このブリッスルを
水洗し、乾燥させて抗菌性のブリッスルとした。このブリッスルを用いて化粧用ブラシを
製造した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Stap
hylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行った。
　その結果、このブラシは８ｍｍ以上のハロー幅が測定された。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、３ｍｍ以上のハロー幅が測
定された。
【００５０】
（比較例１）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．１０ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ラウリルジメチルベンジルアンモ
ニウムクロライド（花王製、商品名：サニゾールＣ）を０．７o.w.s％を溶解し、酢酸酸
性になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処理を行
った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー
幅であった。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(合
計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staphylococcu
s aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
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【００５１】
（比較例２）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．１０ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ドデシルトリメチルベンジルアン
モニウムクロライド（日本油脂製、商品名：カチオンＢＢ）を０．７o.w.s％を溶解し、
酢酸酸性になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処
理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー
幅であった。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた
。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下したことが確認できた。
【００５２】
（比較例３）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．１０ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、塩化ヘキサデシルトリメチルアン
モニウム（花王製、商品名：コータミン６０Ｗ）を０．７o.w.s％を溶解し、酢酸酸性に
なるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処理を行った
。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー
幅であった。
　次に、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗濯
回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staph
ylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下したことが確認できた。
【００５３】
（比較例４）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート（０．０７ｍｍ直径）繊維と、溶媒と
して水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリトリメチレン
テレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ラウリルジメチルベンジルアンモニウムク
ロライド（花王製、商品名：サニゾールＣ）を０．７o.w.s％を溶解し、酢酸酸性になる
ように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリトリメチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポ
リトリメチレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリトリメチレンテレフタレートを用
いて化粧用ブラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グ
ラム陽性細菌（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ
以上のハロー幅であった。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた



(13) JP 5458294 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
【００５４】
（比較例５）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート（０．０７ｍｍ直径）繊維と、溶媒と
して水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリトリメチレン
テレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ドデシルトリメチルベンジルアンモニウム
クロライド（日本油脂製、商品名：カチオンＢＢ）を０．７o.w.s％を溶解し、酢酸酸性
になるように無水酢酸を０．０５o.w.s％添加して、１１０℃で６０分間抗菌処理を行っ
た。
　抗菌処理終了後、上記ポリトリメチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポ
リトリメチレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリトリメチレンテレフタレートを用
いて化粧用ブラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グ
ラム陽性細菌（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ
以上のハロー幅であった。
　次いで、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗
濯回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Sta
phylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた
。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下したことが確認できた。
【００５５】
（比較例６）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．１０ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、フェノール系化合物（クラリアン
トジャパン製、商品名：フェノニップ）２o.w.s％を溶解し、１１０℃で６０分間抗菌処
理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、７．０ｍｍ以上のハ
ロー幅であった。
　次に、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗濯
回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staph
ylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
【００５６】
（比較例７）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート(2dTex,36fillament)繊維で３ｍｍパ
イルのビロードを、溶媒として水を使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中
に上記ポリトリメチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、フェノール系化合
物（クラリアントジャパン製、商品名：フェノニップ）２o.w.s％を溶解し、１１０℃で
６０分間抗菌処理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー
幅であった。
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　次に、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗濯
回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staph
ylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
【００５７】
（比較例８）
　合成繊維としてポリブチレンテレフタレート（直径０．１０ｍｍテーパードブリッスル
）と、溶媒として水とを使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中に上記ポリ
ブチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、フェノール系化合物として、p－
クロロメタキシノール（クラリアント製）２o.w.s％を溶解し、１１０℃で６０分間抗菌
処理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、７．０ｍｍ以上のハ
ロー幅であった。
　次に、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗濯
回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staph
ylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
【００５８】
（比較例９）
　合成繊維としてポリトリメチレンテレフタレート(2dTex,36fillament)繊維で３ｍｍパ
イルのビロードを、溶媒として水を使用し、浴比が１：１５となるように調整し、該水中
に上記ポリトリメチレンテレフタレートを浸漬させて加温し、次いで、ｐ－ヒドロキシ安
息香酸メチル（和光純薬工業製、商品名：メチルパラベン）２o.w.s％を溶解し、１１０
℃で６０分間抗菌処理を行った。
　抗菌処理終了後、上記ポリブチレンテレフタレートを水洗し、乾燥させて抗菌性ポリブ
チレンテレフタレートを得た。上記抗菌性ポリブチレンテレフタレートを用いて化粧用ブ
ラシを作成した。該化粧用ブラシは、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌
（Staphylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、８ｍｍ以上のハロー
幅であった。
　次に、上記の化粧用ブラシを上記洗濯試験に準じた手揉み１００回の洗濯を５回(洗濯
回数は合計５００回)した後、ＪＩＳ－Ｌ－１９０２に準拠して、グラム陽性細菌（Staph
ylococcus aureus）によりハロー幅の測定を行ったところ、抗菌ハローは喪失していた。
　これにより、洗濯前と比較して抗菌性が大きく低下した、すなわち、抗菌剤の付着が耐
洗濯性のないことが判明した。
【００５９】
（実施例・比較例の総括）
　合成繊維のブラシ毛材の処理剤として、第４級アンモニウム塩とフェノール系化合物を
併用した処理（実施例１～８）と、第４級アンモニウム塩単独処理（比較例１～５）又は
フェノール系化合物単独処理（比較例６～９）とを対比すると、単独使用の場合は処理直
後におけるハロー効果は併用処理と変わらないが、経時的な抗菌効果において大きな差異
があり、併用効果の大きいことは明らかである。
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